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評価

評価

A

○普段湛水しない貯水池の特性を生かし、貯水池やダム本体の活用を地元住民と進めていく。

○市街地から近いため、小学校の防災学習の場となり得るよう、見学者の受入対象を拡充していく。

○ホームページやTwitterを利用した整備効果の積極的な情報発信を行っていく。

各項目　①（Ａ：70点　Ｂ：55点　Ｃ：40点）　　②（Ａ：10点　Ｂ：５点　Ｃ：０点）　③（Ａ：10点　Ｂ：５点　Ｃ・Ｄ：０点）　④（Ａ：10点　Ｂ：５点　Ｃ：０点）　　自己評価　Ａ：75点以上　Ｂ：74点～50点　Ｃ：49点以下
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評価監視
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総合評価 A

妥当

建設部公共事業
評価委員会の意見

長野県公共事業
評価委員会の意見

○浅川ダムが完成し、浅川の安全度が向上した。豪雨の際、浅川ダムのおかげで安心感がある。 （浅川改修古里地区期成同盟
会会長）

○浅川ダムにおいて洪水調節が実施され、災害リスクの軽減につながった。（長野市長）

○付け替え道路（浅川ループライン）の整備により、飯綱、戸隠高原へのアクセスが安全、かつ容易になった。 （浅川区住民）

○ダム周辺の名所、旧跡を巡るトレッキングコースが整備され、利用者がふえた。（浅川区住民）

〇浅川ダムの完成により、下流域の河川氾濫や洪水の危険性が軽減され安心している。また、県外からの来訪者も
増加し、新たな観光名所となったことで地域が活性化した。（浅川住民自治協議会事務局長）

〇最近の大雨では、浅川の河川水位が以前よりも低いと感じる。（上駒沢区長）

改善措置の必要性

最終事業実績
（主な工種）

間接的効果
（定量的・定性的）
※事業の主たる
　　目的以外で

　　地域社会への
　　貢献状況

○ダムを適切に維持管理するとともに、洪水調節後の貯水池の状況など知見を収集・整理し、不測の事態への対応を高めていく。

妥当

A評価の決定

ダム建設により、下流にある保全対象の安全が確保され、地域住民の評価も高い。また、地元小学校
の生徒がダム見学をとおして、ダムの機能や効果を学んでおり、防災学習の場としても活用されている
ことから、総合評価Ａが妥当と判断する。

建設部公共事業評価委員会の意見を妥当と判断する。

○地元小学校の生徒が年間70名程来訪し、ダム見学をとおしてダムの機能や効果を学んでおり、防災学習の場として活用され
ている。

○浅川ダムは市街地に近く、全国的にも数少ない治水専用流水型ダムとして人気がある。コロナ禍以前は毎年1,000名を超える
来訪者があり、観光資源として活用されている。

○毎年、地元住民による地場産野菜の販売会を行っていただくなど、地域活性化につながる活動が継続されている。

〇浅川ダムの完成により、年超過確率1/100規模の外水氾濫を防止。

〇浅川下流の 31,619世帯、田 657ha、畑 530ha、駅舎、学校 27校、病院 8院を洪水から保全。

○平成29年８月11～12日の豪雨において、浅川ダムで最大流入量16.13m3/sに対して最大放流量13.60m3/sの洪
水調節を行い、調節総量18,570m3（25ｍプール約34杯分）をダムに貯留することで、洪水調節基準点（千曲川合流
点）で５cmの水位低減効果があった。

561,762

・昭和60年度　多目的ダム建設採択（総事業費12,500百万円）
・平成10年度　長野県公共事業評価監視委員会から多目的ダム建設事業継続の意見書が提出（総事業費33,000百万円）
・平成15年度　長野県公共事業評価監視委員会から多目的ダム建設事業中止の意見書が提出（総事業費40,000百万円）
・平成19年度　河川整備計画が認可をもって、再評価の手続きが行われたものとして位置づける（総事業費38,000百万円）
・平成24年度　長野県公共事業評価監視委員会から多目的ダム建設事業継続の意見書が提出

当初計画内容
（主な工種）

（治水専用ダム変更後）

　今後の取り組み
　及び同種事業
　への活用と課題

直接的効果
（定量的・定性的）

19,000,000

事業期間の
延長、短縮
理由と分析

事
業
概
要

S52～H28 費用対効果（当初時）
（治水専用ダム変更後）

事業費（千円）当初工期

最終工期 S52～H28 費用対効果（評価時）

重力式コンクリートダム

堤高 53.0m　堤頂長 L=165.0m　堤体積 V=141,000m
3

総貯水量V=1,100,000m
3

34,644,273 17,210,148

なし

（様式３－２）事後評価シート 建設部

　④地域住民等
　　の評価

○ダム本体工事の着手前に環境影響評価を実施した。

○工事期間中は、ダム本体や隣接の残土処分場等において大規模な地形改変がおこなわれたため、環境に大きな影
響を与えないよう、保護すべき貴重種等について、最小限の影響に留めるよう施工した。

○工事完了後、フォローアップの環境調査を５年間継続して実施し、鳥類（猛禽類）、魚類、底生生物等の回復が確認されている。

○ダム完成後、地元住民と協働して、貯水池内の平地に水仙や菜の花、フジバカマを植栽した。また、フジバカマには、渡り蝶であ
るアサギマダラが多数飛来してきており、新たな自然環境を創設した。

A

A

○管理棟周辺、貯水池内の一部は、地元住民自治協議会による草刈りが実施されている。

　②事業実施に伴う
　　自然環境・
　　生活環境等
　　の変化

事業実施に伴う自然環境・生活環境等の変化（Ａ：環境がよくなった　Ｂ：大きな影響なし　Ｃ：影響が大きい）

○操作規則に基づき適切にダム管理を実施している。また、長寿命化計画等を策定し、計画的に維持管理を実施している。

上段：当初（治水専用ダム変更後）
下段：最終

河川課

番号

A

施設の維持管理状況（Ａ：地域の人たちの参加あり　Ｂ：適切　Ｃ：やや不十分　Ｄ：不適切）

○本事業は、河川改修と併せ、100年に１回程度の確率で発生すると予想される降雨による洪水から、長野市街地を守る計画
である。

6 事業名 河川（治水ダム）事業 市町村名 長野市 路河川名 （一）浅川 箇所名（ふりがな） 一ノ瀬（いちのせ）

事業目的

　③施設の
　　維持管理状況

地域住民等の評価（Ａ：評価が高い　Ｂ：中程度の評価　Ｃ：評価が低い）

○浅川は、古くからたびたび水害が発生し、下流住民から抜本的な治水対策が求められていたが、浅川沿川は、宅地化が進
み、河川改修のみによる治水対策では、地元の負担が大きくなることから、浅川ダムと河川改修の組み合わせによる治水対策
とした。
○昭和52年に多目的ダム建設事業に着手した後、平成15年12月の長野県公共事業評価監視委員会から多目的ダム建設事業
中止の意見書が提出された。
〇治水専用ダムとして計画の見直しを行い、平成19年8月に河川整備計画の認可、平成20年3月にダム全体計画が認可され
た。ダム建設を進め、平成24年度に事業の再評価において継続評価を受け、平成29年３月に完成している。

○ダム下流河川の橋梁の浸水被害のおそれが解消され、小学校通学路の遮断など社会生活や経済活動の途絶が解消され
た。

財源内訳（千円）

17,100,000 1,900,000

16,802,363 70,000

○左岸側ダム軸の変更に伴う堤体積の減による減額
○入札差金による減額

561,762

重力式コンクリートダム

堤高 53.0m　堤頂長 L=165.0m　堤体積 V=166,000m
3

総貯水量V=1,100,000m
3

38,000,000

○ダムが完成したことにより、ダム下流への立木や土砂の流出が減少し、地域住民の精神的な安心感につながった。

事業効果の発現状況（Ａ：目的を超えた達成　Ｂ：達成した　Ｃ：概ね達成）

事業計画時の
課題・背景

及び事業経緯

事業費（予算）の
増加、縮減
理由と分析



建設部

路河川名 （一）浅川 箇所名（ふりがな） 一ノ瀬（いちのせ）

（様式３－３）事後評価説明シート 河川課

番号 6 事業名 河川（治水ダム）事業 市町村名 長野市

観光資源として活用

8月12日朝の状況浅川ダム洪水調節実績図

（単位：m3/s）

［ ］：ダム調節前流量

裸書き：計画流量
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全景写真

位置図

洪水時の最高水深
h=8.8m

防災学習の場として活用

地域活性化につながる活動 新たな自然環境の創設

地元小学校のダム見学

地場産野菜の販売会（年１回開催）

流量配分図

フジバカマ苑

平面図

アサギマダラの飛来

■間接的な効果
・事業の主たる目的以外で地域社会への貢献や生活環境への効果があった。

■直接的な効果

浅川ダムの完成により、年超過確率1/100規模の外水氾濫を防止。

浅川ダム

凡例

ダムサイト

洪水氾濫防止区域

学校

病院

河川

道路

鉄道

※令和元年東日本台風の際は、浅川ダム流域では最大時間雨量13mm/hを観測し、最大流入量は7.82m3/sであり、

洪水に至らなかった。 （ダム計画における最大時間雨量32mm/h）

＜洪水から守られる資産＞

31,619世帯、田 657ha、畑 530ha

駅舎、学校 27校、病院 8院

航空写真は国土地理院ウェブサイトより出

＜洪水調節の実績＞

・平成29年8月11～12日において、ダム完成後、最も多い時間雨量と出水を観測しており、浅川ダムで洪水

調節を行っている。

・最大流入量16.13m3/sに対して最大放流量は13.60m3/sであり、調節総量18,570m3（25ｍプール約34杯

分）をダムに貯留することで、洪水調節基準点（千曲川合流点）で５cmの水位低減効果があった。


